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【水産流通適正化法の対象魚種拡大の消費者・流通への効果】

サマリー 「持続可能な調達方針」の中で「社会的課題」解決は単独企業では難しく法のフィルターが有効

サプライチェーンマネジメント(SCM)によるコスト抑制。
安全・安心に関わるコスト削減
商流・情報流＋トレーサビリティ一体により、省人化・電子化

3.【サプライチェーン全体最適】トータルコスト削減

1.【消費者の安心】消費者が安心・信頼できる食品化
持続可能な調達方針/販売者が負うリスク⇒コンプライアンス

2.【情報の透明化】商流・情報流の一体化(トレーサビリティ確立)
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量から質。多様化
健康・安全・安心

社会的課題に対
する不安が顕在化

安全・安心の
裏付けがあるも
ののみを提供。

生活者・消費者
ニーズ

生活者・消費者へ
提供責任

持続可能
性に

配慮した
調達方針

基準
(調達方針)

グローバルスタンダード
(MSC・ASC・MEL&CoC)

裏付け・担保

漁業に関する社会的課題(IUU漁業、
人権課題を有する漁業等)解決
日常の食生活の安全・安心の担保

社会的課題に関与していない漁業の担保

拡大する社会的課題(IUUもその一部)への対応。
・企業のコンプライアンス
・消費者の安心(潜在要因も含め。欧米ではすでに顕在化）
・拡大する外国人雇用等、人権・労働課題対応
流通・小売企業の持続可能性に配慮した調達方針への対応
小売り店頭に並ぶ全魚種に安心の裏付けがある状態。
・グローバルスタンダード(MSC､MEL等)取得漁業の拡大
・環境資源課題に関わる改正漁業法のTAC、IQ魚種拡大との連動。
・認証取得困難な水産物の安心の担保

・省エネルギーの推進
・低炭素脱炭素エネル
ギー利用
・温室効果ガスの削減
・3Rの推進
・汚染防止・化学物質管
理・廃棄物処理
・資源保全に配慮した原
材料の採取
・生物多様性の保全
・養殖環境の要求事項
・動物・遺伝物質移動の
病気の移入伝染防止
・アニマルウエルフェア

・国際労働基準遵守・尊重
・結社の自由、団体交渉権
・強制労働・児童労働禁止
・雇用・職業の差別の禁止
・賃金
・⾧時間労働の禁止
・職場の安全・衛生
・外国人・移住労働者

・国際人権基準遵守・尊重
・差別・ハラスメントの禁止
・地域住民権利侵害禁止
・女性の権利尊重
・障がい者の権利尊重
・子どもの権利尊重
・社会的少数者
(マイノリティ)の権利尊重

環境
資源

経済 労働

FoodSafety

Compliance

・腐敗の防止
・公正な取引慣行
・紛争や犯罪の関与のな
い原材料の使用
・知的財産権の保護
・責任あるマーケティング
・情報の適切な管理
・地域経済の活性化

人権

FoodDefense

SocialEnvironment

Governance

・投薬の規制、管理
・フードテロ、フードフラウドと
いった食品リスクに対応
・汚染リスク回避(農薬､化
学物質､生物的汚染)
・トレーサビリティ.記録保管

改正漁業法・TAC魚種拡大
⇨環境・資源課題
水産流通適正化法魚種拡大
⇨社会的課題

イオンサプライヤー取引行動
規範(CodeofConduct)

水産流通適正化法
社会的課題無関与担保がない天然魚

審査に有効なデータ蓄積

責任ある持続可能なサプライチェーンの構築
正しく漁獲されたものが、正しく流通され、消費者に提供される。⇨トレースフォアード
商流とトレーサビリティの一体化
情報共有化で需給・在庫コントロール
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改正漁業法
小売り・流通




